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The Sentence Completion for Events from the Past Test (SCEPT; Raes et al.， 2007) and the 

Sentence Completion for Events from the Past Test時 ForcedChoice version (FC四 SCEPT;Raes et al.， 

2008) were developed as effective methods to measure overgeneral autobiographical memory (OGM) in 

non-clinical samples. In this study， ]apanese versions of both SCEPT and FC-SCEPT were developed， 

and used to examine the r・elationshipsbetween OGM， depression， and rumination in undergraduate 

students. The results indicate that there are marginally significant correlations between OGM on 

SCEPT and negative rumination， negative OGM on FC-SCEPT and depression， but no significance 

differences among other variables. In addition， the ]apanese version of SCEPT generated more OGM 

compared with the original version. This finding may reflect differences in the depression scales and 

rumination scales in each study， or cultural differences. Alternatively， the relationships between OGM， 

depression， and rumination within noルclinicalsamples may only be modest in nature. 
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問題と目的

近年， tfJlうつへのJJ危弱要因として自伝的記憶の具

体性の減少 (reducedautobiographical memory speci-

1)本論文は法政大学に提出された2011年度卒業論文のー

音11に加筆・修正を加えたものである。本研究は法政大

学文学部心理学科設置の研究倫理委員会の承認の下で

行われた。

本論文の一部の内容は第76回日本心理学会にて発表さ

れた。

日city)や自伝的記憶の概括化 (overgeneralautobio-

graphical memory)が注目されている。自伝的記憶

の具体性の減少は， Iヨ11寺が明確であり一度きりの経

験としての具体的なエピソードの検索が癌難である

ことを指し示し，その代わりに，多くの出来事が集

約されてひとつのカテゴリを成した概括的な記憶を

検索しやすいといわれている。具体的な記'憶の検索

が困難である個人は社会的な問題解決方策に困難が

生じたか将来への想像が困難でありそれゆえ絶望

感へと繋がるといった問題が指摘されている(レ
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ビューとして松本・望月. 2012; Williams， Barn-

hofer， Crane， Hermans， Raes， Watkins， & Dalgleish， 

2007)。
自伝的記憶の概括化に関する多くの研究では，

Williams & Broadbent (1986) が用いた Autobio-

graphical Memory Test (AMT) が一つのパラダイ

ムを形成している。この方法は，実験参加者に手が

かり諾を与えて寄IJ!邸時間以内にそれに関連する特定

のエピソードを想起して語ってもらい，想起した記

憶が具体的であるかどうかを実験者側で分類する手

法である。その際. 1日以内の期間の出来事で、いつ

どこで起きたのか明確な記'憶を具体的な記憶

(specific memory: SM) として扱い，いつもあった

出来事に関する記憶や 1日以上の長い期間に渡る記

'憶を概括的な記憶 (overgeneralmemory: OGM) と

して扱うのが通例になっている。大うつ病性r~章筈や

大うつ病エピソード経験者を対象とした先行研究で

は，これらの人々は健常者よりも SMが少なく，

OGMが多いことが報告されている (vanVreeswjik 

& de Wilde， 2004)。
うつ病の臨床対ニでは上記のように. SMの減少が

多くの研究によって明らかにされる一方で，非i臨床

群を対象とした場合. jJIlうつ傾向者が非抑うつ者に

比べて SMが少ないか否かについて検討した研究は

少なく，非臨床群の抑うつ傾向者においても SMの

減少が起こるかどうか検討をしていく必要がある O

すでに先行研究において，ゴドi臨床群の OGMを検出

する方法として SCEPT(The Sentence Completion 

for Events from the Past Test: Raes. Hermans. Wil-

liams， & Eelen， 2007) および FC-SCEPT(SCEPT 

-Forced Choice ver得sion;Raes， Watkins， Williams， & 

Hermans， 2008) とH乎ばれる文章完成法が開発され

ている。 SCEPTは“かつて・ー"のように一部だけ

与えられた文章の残りを完成させる形式になってお

り，全日文で構成されている O 調査参加者は全文記

入後に自身が記入した内容が SMであったか，

OGMであったかについて， 自ら分類を行う。この

方法によって測定された OGMは. iJIlうつ得点や反

すう得点と有意な相関があることが示されている

(Raes et al.， 2007)。従来の OGM研究では. AMT 

によっていつどこで、起きたのか明確な具体的な出来

事の想起を求める方法が一般的であった。しかしな

がら. SCEPTでは，具体的な出来事を求める教示

は一切行わないため，想起する内容は AMTよりも

具体的な記憶が得られるJ龍平が低い傾向にあること

が示されている。 また Raeset al. (2007) は

SCEPTを実施したサンプルに対して SCEPTで具

体 I~I~ な記憶の想起を求める教示を行った場合と，従

来通りの AMTを行った場合についても検討をして

いるが，いずれの方法でも OGMと抑うつ，反すう

との有意な関連はみられていない。したがって，

SCEPTは非臨床群の OGM検出に優れた方法であ

ることが示唆されている。

SCEPTは感情価を含んでいないが. FC-SCEPT 

では感情価を含んだ測定が可能である。 FC-SCEPT

はSCEPT問様に文章完成法の形式をとっているが，

その内容はかなり異なっている。 FC-SCEPTでは，

「私は...いつも Xと感じるJ(Xはポジテイブ詰ま

たはネガテイブ諾の形容詞)のような OGMの報告

に相当する文章と. i私がXと感じたのは...El (瞬

間)のことだjのような SMの報告に相当する文章

をペアで対提示し， どちらか片方の文章のみを強制

選択式で完成させてもらう方法をとる。埋めた文章

が OGMに相当する文章であれば反応を OGMとし

て記録し. SMに相当する文章であれば反応を SM

として記録する。文章は10のペアからなっており，

Xカfポジティブ諾ーになっているペアが 5っと .Xカf

ネガテイブ諾になっているペアが5つ用意されてい

る。 FC-SCEPTに よ っ て 測 定 さ れ た OGMは，

Rumination on Sadness Scale (RSS; Conway， Csank， 

Holm， & Blake， 2000) によって淵定された反すう

得点と有意な相関 (r= .25)があることが示されて

いる O

本研究の目的は，これらの SCEPTおよび FC句

SCEPTの日本語版を作成すること，そして，非臨

床群を対象に日本語版 SCEPTおよび FC-SCEPTを

実施し抑うつや反すうと関連がみられるかどうか

検討をすることである。

方法

参加者

関東在住の大学生115名を対象に質問紙調査を

行った。そのうち，大幅に空白の項目があった回答

などを除く，合計で108名(男性47名，女性61名，

M=21.05歳)を分析の対象とした。

日本語版 SCEPT&日本語版 FC-SCξPT

SCEPTおよび FC-SCEPTは. Raes et al. (2007， 

2008) によって非臨床群の OGMを測定する目的で

開発された文章完成法である。本研究では SCEPT

および FC-SCEPTの邦訳を行い，その際に一部表

現の修正を行っている O 日本語版 SCEPTおよび

FC-SCEPTの詳細を付録 lに記す。 FC司SCEPTで

用いる手がかり諾は Raeset al. (2008)が用いたも

のに従い.i悲しいJi幸せだJi怒ったJi下手だJi安
全だJi面白いJi傷つけられたJi成功したJi孤独
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だJr驚いた」の10語をこの順番で使用する O 調査

参加者には SCEPTの全11文， FC-SCEPTの全10ペ

ア文のそれぞれの文章を完成してもらう。なお，

FCωSCEPTはペアで与えられた文のうち片方のみ

を強制選択式で埋めてもらう形式になっている。

マイルド抑うつ尺度

本研究では新たにマイルド抑うつ尺度を構成し

た。この尺度は BDI-II(Beck， Steer， & Brown， 

1996)や SDS(Zung， 1965)をもとに，倫理的にふ

さわしくないと思われる項目を削除し(自殺したい

と思う，など)，一部表現を修正して再構成したも

のである O また， tipうつ気分誘導にならないように，

逆転項目を多く用いている。尺度は15項目で構成さ

れ，参加者に 5件法で回答を求めた。項目例として

は，将来に希望がある，たやすく決断できない，何

もする気が起きない，などが挙げられる。

ネガティブな反すう尺度(伊藤&上皇， 2001) 

ネガテイブな反すう尺度には 「ネガテイブな反

すう傾向Jと「反すうコントロール可能性Jの2つ

の下位因子がある。本研究ではこのうちの「ネガ

ティブな反すう傾向J因子を使用した。ネガテイブ

な反すう傾向宙子はネガテイブなj文すうの有無，頻

度，持続期間，を問う項目から成り立っている。併

存的妥当性の面では，ネガティブなj支すう傾向因子

は坂本(1997) の 自 己 没 入 尺 度 (r= ，69) や

Sakamoto， Kambara， & 1anno (2001)の反すう型反

応尺度 (r= .56)などと高し吋:自関が得られている。

全 7項目について，参加者に 6件法で回答を求め

た。

手続き

マイルド抑うつ尺度，ネガティブ反すう尺度，

SCEPT， FC-SCEPTを一斉にこの順番で実施した。

結果

器本語版 SCEPT&日本語版 FC-SCEPTのカ

テゴリ分類

SCEPTによって得られたIEJ答は調査参加者自身

が分類を行った。ある具体的な瞬間や特定の日の出

来事について書いてある場合には“ 1"を，特定の

ときではなく，繰り返し起きた出来事ゃいつもの出

来事について書いである場合は“ 2"を. 1日以上

の長い期間に渡る出来事について書いである場合は

.. 3" をあらかじめ設けたコード欄に記入した。そ

れぞれ，“ 1"は具体的な記'憶(昨年祖父が亡くなっ

た， など)， .. 2 "はカテゴリーイヒ記憶(昨年はよく

遊んだ，など). H 3 "は拡張記憶(私はまだ中学生

時代をよく覚えている，など)に対応するコードで

あった。また.警く内容は思い浮かんでいたが，プ

ライパシーに関わる内容だからといった理由で何も

撃かなかった場合には，笹くはずであった内容が l

から 3のどれに該当するのかを判断し記入した。イ可

も思い浮かばずに記入もしていない場合(“記憶な

し.)にはコード欄は空欄のままにした。

実験者は原則として記入されたコードに基づいて

記憶を分類した。ただし 意味連想(私は決して恋

人を忘れないだろう，かつて私は人見知りだった，

など)または不適切な内容(かつてこの世界には大

魔王がいた.など)に該当すると考えられる文寧は，

調査参加者が分類したコードとは関係なく，それぞ

れ u意味連想"と“不適切な記憶"としてカテゴリ

分類した。以上の手続きによって，符得2られたl回自答を

..具イ件体4本，;:1的3拘守な記憶

‘“'}意玄i味床連想想、¥ 川不適切な記憶.. ¥且官言記己憶なし" の6種

類に分類した。なお， カテゴリーイヒ記憶と拡張記'憶

と意味連想、をまとめて加算した合成変数を OGMと

した。

FC-SCEPTによって得られた IEI答は，具体的な

記憶に関する文と概括的な記憶に関する文のどちら

を埋めたかによって，具体的な記憶と概括的な;?と時

とに分類を行った。

分析

SCEPTに お け る 分 析 で は SM，OGM， SMと

OGMの合計に占める OGMの割合を従属変数とし

て扱った。 FC白SCEPTにおける分析ではポジティ

ブな OGM，ネガティブな OGM. 全体での OGMを

変数として扱った。まず.OGM と iíp うつ • J5i.すう

との関連を検討するために，各々の変数について

Pearsonの積率相関係数を算出した Oable1)。そ

の結果，抑うつ得点と FC司SCEPTにおけるネガテイ

ブ OGMとの相関が有意傾向であり (r=.19. P 
く.10).ネガテイブj又すう?尋点、と SCEPTにおける

OGMとの相関が有意傾向であったか=.19.戸

く.10)。その他の項!ヨと抑うつ 反すう尺度得点に

関連はみられなかった。

次に， 自本語版 SCEPTとFC-SCEPTによって得

られた SMとOGMの比率について. Raes et al. 

(2008) のサンプルとの比lj!交を行った('lable2)。

SCEPTにおける SMの比率. FC-SCEPTにおける

OGMの比率には差がみられず，概ね先行研究通り

の結果が得られたが SCEPTにおける OGMの比

率には有意な差がみられ， 自本語版のほうが原、版よ

りも OGMが多かった (t(303)= 8.35.戸く.01)。
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Table 1 

SCEPTおよびFCδCEPTと抑うつ，反すうとの相関

SCEPT FC-SCEPT 

ネガティブ反すう OGM SM OGMJOGM + SM POGM NOGM TOGM 

抑うつ .60料 .01 -.01 .02 .03 .19 t .14 

ネガテイブ反すう .19 '1・ 一.14 .18 t .05 .14 .12 

料戸く.01，t pく.10

Note.OGM=概括的記憶の比率:SM==具体的記憶の比率:OGMJOGM + SM ==概括的記壊と具体的記憶の和に占

める概括的記穣の比率:POGM==正の概括的記憶の比率:NOGM=負の概括的記'憶の比率:TOGM=正と負の全

体での概括的記憶の比率

Table 2 

SCEPTとFC-SCEPTにおける平均値と標準偏差

本研究

η:::: 108 

M SD 

SCEPT 

OGM .55 .23 

SM .34 .19 

OGMJOGM+SM .61 .23 

FC担SCEPT

POGM .72 .26 

NOGM .67 .27 

TOGM .69 .22 

Note.各III各語については Table1のNote.を参照

考察

本研究では日本語版 SCEPTおよび FC句 SCEPTを

作成し抑うっと反すうとの関連を検討した。その

結果，一部の変数i苛で、有意傾向のキ131謁が得られた

が，強い関連を見出すことはできなかった。また，

SCEPTにおける OGMの比率において先行研究と

の相違がみられた。以下では，先行研究との比較を

行った上で考察を加える。
、

まず日本語版 SCEPTでは， OGMとネガガ、テイフプブ
、守

反すう得j点主との4羽'1叫i

Rミaeset al. (2007) の 1i3f究では， SCEPTによる

OGMと反すうとの相関は 1'==.15であり，本研究で

得られた相関係数はこれに近いものと考えられる。

しかしながら， Raes et al. (2007) では SCEPTに

よる OGMと抑うつ得点にも有意な相関 (1'== .18) 

がみられている一方で，本研究では SCEPTによる

OGMと抑うつ得点に有意な相関はみられなかった

(1'=.01)0 El本5苦j坂FC幡SCEPTでは，ネガティブ

OGMとjipうつ得点とのi笥に有意傾向の相関がみら

れたが， OGMとネガテイブ反すう得点との関連を

見出すことはできなかった。これは FC-SCEPTに

Raes et al. (2008) 

SCEPT n:::: 197; FC-SCEPT n = 138 

M SD t(料戸く.01)

.37 

.38 

.50 

.69 

.15 

.15 

.18 

.17 

8.35料

.20 

4.67料

.01 

よる OGMと反すう得点に有意な相関があるとする

Raes et a1. (2008) の報告と一致しない。

このような結果が得られた原因として，ひとつに

は使用した尺度の違いが挙げられる。本研究では倫

理上の問題からマイルド抑うつ尺度を新たに構成し

て使用したため， Raes et al. (2007， 2008) が使用

した BDI-IIと向ーの概念を測定している保証はな

し¥0 また，反すう尺度に関しでも，本研究で使用し

たネガテイブ反すう尺度が Raeset al. (2007， 2008) 

が使用した RSSや LARSS(Leuven adaptation 

Rumination on Sadness Scale: Raes. Hermans 

Williams， Bijttebier， & Eelen， 2008) とは異なった概

念を測定している可能性がある。

他の要因として文化差も考えられる O たとえば，

日本人は諸外国人と比べてシャイネスが高いと古く

から考えられており (Zimbardo，1977)，そのよう

な特性によって文章記入時に鵡賠が生まれた可能性

がある O 本研究の SCEPTでは Raeset a1. (2008) 

よりも有意に多い OGMを記録しており，具体的な

出来事を記入することを戸惑った結果として OGM

を記入したケースが多かったのかもしれなしヨ。この

ような交絡要因によって抑うつや反すうとの相関が
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得られなかった可能性が考えられる O

いずれにせよ，本研究では非臨床群を対象として

文章完成法で測定した OGMと，抑うつ，反すうと

の強い関連を見出すことはできなかった。この結果

は，上記のような要因によって生じた可能性が考え

られる一方で，そもそも非臨床群では OGMと抑う

つ，反すうとの関連は希薄なものであるという解釈

もできる。実際， Raesらの一連の研究で得られた

OGMと抑うつ，反すうの相関も有意で、はあったが

弱い棺関であった。方法論の問題から生じたもので

はなく，非臨床群では OGMと抑うつ，反すうの関

連が小さいという可能性も視野に入れておくべきで

あろう O ただし，非臨床群を対象としたAMTによっ

てfrllうっと OGMの関連を見出した研究もあり (e.g.，

Ramponi， Barnard， & Nimmo-Smith， 2004)，知見は

一貫していない。この点については今後の検討課題

である O

次に，本研究の限界と今後の展望について述べ

るO 本iiJf究では， Raesらの先行研究にしたがって

教示文を作成したが， SCEPTでは具体的な記{意の

想起を求める教示を一切含まなかったため，不適切

な反応、が多かった。全体でみると，記憶なし反応が

4.5%，不適切な記憶反応が7.4%であった。このよ

うな教示は，調査参加者の潜在的な OGM検索スタ

イルの測定に向いていると考えられる一方で，検索

iヨ襟がi愛昧であるために不適切な反応を起こしやす

いというデメリットもある。特に，一斉実施形式の

文章完成法は AMTのような実験とは異なり，調査

参加者の参加への動機づけがまちまちであり，不適

切な反応を導出しやすかったと考えられる。

FC-SCEPTでは，具体的な記憶についての文章

と概括的な記憶についての文章を強制選択式で埋め

させたが，ひたすら概括的な記憶についての文章の

みを埋めている調査参加者も少なからずみられた。

このような回答では，記述した内容は具体的な記憶

であるにもかかわらず，それを概括的な記憶の文章

に埋め込んでいることがしばしばあった。本研究で

はあくまでも，概括的な記憶の文章に記述された内

容は概括的な記憶，具体的な記憶の文章に記述され

た内容は具体的な記'憶として分類を行ったが，記述

内容には関係なく分類を行ってしまう FC-SCEPT

の方法には疑問が残るところである。以上の点を改

善していくのが今後の課題のひとつであろう O 文章

完成法は一斉実施が可能であるという点が大きな魅

力であり，方法をより洗練していくことが望まれ

る。
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以下に 11侶の文章があります。文章は一部のみ与えられています。

これから，文章の残りの部分をそれぞれ埋めてください。内容は自由ですが，文脈には沿うよ

うにしてください。また，書く内容はそれぞれ違うものにしてください。

空機は長めに設けてありますので，端から端まで埋める必要はありません。空欄が足りない場

合は余白に記してください。

1. 私はまだ一ーをよく覚えている。

2. 私はまだーーを思い出す。

3. 昨年一一。

4. かつて 。

5. 先週私は 。

6. 私はまだーーを想像できる。

7. 一一ーを思い返すことがある。

8. 私は決して一ーを忘れないだろう。

9. 私にとって最も大切な思い出は，

10. 昨年私は一一。

11.私が一ーのとき， 一一-白血一。

日本語版印-SCEPT

一ー一目白山ー。

以下に 10僧のベアになった文章があります。文章は一部のみ与えられています。

これから、文章の残りの部分をそれぞれ埋めてください。ただし、 1つのペアにつき片方のみ

を埋めて、もう片方には何も書かないでください。(どちらかを埋めてくださしつ

内容は自由ですが，文脈には沿うようにしてください。

-在、が rXJ と J，~ じたのは， 日(瞬間)のことだ。

.一ーとき， ~:L、はし\つも rXJ と感じる。

(X は!~~'I育語)
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